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報告者

西薗　貞子　（大阪医科大学 看護学部 講師）

山田　和人　（同志社大学 PBL 推進支援センター長 文学部 教授）

古庄　高　　（神戸女学院大学 文学部 教授）

コーディネーター

西村　美紀　（大谷大学短期大学部 講師）

学生の学力低下や高等教育全入時代の到来によって、「主体的学び」を授業者が仕掛けていくこ

とが求められるようになった。とくにFD義務化以降、FDの授業改善分野において、教員―学

生間の双方向的授業方法やICTを利用した授業方法など、多様な授業方法が開発されてきた。

本分科会では、その中でも、学生間の協同に基づいた授業実践を紹介し、学習される内容や

質はもとより、学習そのものへの姿勢や態度の変化についても議論したい。このような学習にお

けるパラダイム転換は、これまでも学校教育の授業方法としてその理論や実践が蓄積されてきた

が、今回は学校教育との連続性、また大学教育における展開や組み替えといった点にも注目し、

協同教育の授業方法で、講義科目での授業実践、演習科目での学習法（LTD学習法）や IBL

学習法などの報告、ワークショップ等を通して、考えてみたいと考えている。
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＜第7分科会＞

学生間の協同的学習を促す授業方法

参　加　人　数　　　

報　　告　　者

第 1 報 告 者

第 2 報 告 者

第 3 報 告 者 　

コーディネーター

○　分科会のねらい
　第１日目のシンポジウム①では、「主体的な学

びを支える仕組み」について、学生の主体的学び

を引き出す仕組みが社会的要請となってきている

こと、そのためには、単なる「活動主義」を超え

た「能動的な学習活動」や「主体的学び」を育

てるという視点や物理的な学習環境の構成やカリ

キュラム全体の構成などの総合的な視野が必要

であることが論じられていた。

　学力低下や高等教育全入時代の到来によって、

何を学習したいのかが明確になっていない学生や

リテラシー不足によって学習そのものへの自信が

ない学生を、多く受け入れている。そのような状

況を受け、授業改善への工夫が FD の義務化等

の過程で活発に展開されている。学校教育の教

育方法や教授技術が導入されたり、ICT を利用

した教授方法の開発も活発である。

　また、学生の人間関係構築力やコミュニケー

ション能力の低下も問題となっており、それに

よって、議論の中で自らの学びを深めていくよ

うな学習が難しくなっている。このような学習

は専門分野の学習や研究には不可欠であり、

大学教育において培うことが求められる力でも

あるだろう。

　そこで、本分科会では、＜学生間の協同的学

習＞という教育方法を採用している３名の先生方

にその方法や事例を紹介いただき、それが「主

体的な学び」となるにはどのような工夫が求めら

れるのか、そもそも「主体的な学び」とは何なのか、

について考えていくことを大きなねらいとした。そ

れだけではなく、そのような考察内容と、それ

ぞれの実践の場面で使えるような方法や指導上

の留意点を関連づけ、より具体的な方法へと展

開したいとも考えた。

○　報告の概要
１３　「主体性を育む学習方法」（西薗貞子）

　看護師養成課程において一般的に行われてい

る Pおoblem２Baかed Leaおning から発 展した、

Inqきiおけ２Baかed Leaおning（以下、IBL）チュー

トリアル事例について発 表された。Pおoblem２

Baかed Leaおning と IBL はともに、グループ討

議による学習方 法であるが、Pおoblem２Baかed 

Leaおning は、事例における問題状況への対応

を討議したり、持ち帰り、自学したりする中で、

＜問題解決能力＞を養うことを目的としている。

それにたいして、IBL は事例の文脈（一見、治

療には関係なさそうな登場人物の生活背景な

ど）をもグループ討議の中で予想し、＜問題

発見能力＞を養うことを目的としている。西薗

氏が強調されていたのは、この予想する際の幅

の広さをいかにもてるか、であった。まずは、

事例中の患者の状況理解のために、無関係か

もしれないが可能性がゼロではない予想を出し

合うことからはじめ、そこから徐々に個人学習

やグループ討議を経て、文脈に沿った問題状

況を把握していくというプロセスこそが、看護

実践においては重要である。そのために、事例

の中で教師が提示するのは、非常に限られた

情報であるとともに、さまざまな可能性を含み

得るような情報である。

　事例のストーリーが進む間に何度も短い議論

37 名

西薗　貞子　（大阪医科大学　看護学部　講師）

山田　和人　（同志社大学 PBL 推進支援センター長　文学部　教授）

古庄　高　　（神戸女学院大学　文学部　教授）

西村　美紀　（大谷大学短期大学部　講師）
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めテーマごとに時間をかなり細かく区切って行う（一

つの作業に２分／７分など）ことで、話し合いの間

に集中力が途切れないというめを行い、一部の学

生ではなく、全員の意見を聞くように進められる。

　 また西 薗氏は、学習効果や態度について、

SIDRASという指標を使いながら分析した結果も

紹介してくれた。

２３　「PBL とチーム学習〜プロジェクト科目の場

合〜」（山田和人）

　同志社大学の全学共通教育科目として行わ

れているプロジェクト科目の事例を紹介し、学

生が主体的に学習する環境や枠組みについて

議論した。

　同志社大学では PBL（Pおojecが２Baかed Leaおning）

を「一定期間内に一定の目標を実現するために、

自律的・主体的に学生が自ら発見した問題に取り

組み、それを解決しようと、個人あるいはチーム

で協働して取り組んでいく創造的・社会的な学び」

と定義している。プロジェクトのテーマは事前に

地域社会からの公募によって選ばれ、＜講師＞

としてプロジェクトの指導担当者となる。学生は

どのプロジェクトに参加したいのかを選び、予備

登録として申し込みをする。（申し込みにはなぜそ

のプロジェクトなのかについてのレポートを提出し

なければならない。）

　それぞれのプロジェクトは、全体のタイムスケ

ジュールに従いながら、自らの計画を立てて、探

究を進める。予算についての手続きや管理も学

生自身の責任である。発表会のプレッシャーもあ

る。プロジェクト学習には、近年の学生が苦手と

するような内容（目標の明確化を求められる、マ

ニュアルがない、社会発信を求められる、リスク

やトラブルを含むなど）を含んでおり、彼らにとっ

ては社会との関係の中で、もしかすると初めて直

面する＜逆境＞であり、それが主体的な学びにつ

ながっている。

　プロジェクトの評価は相互評価で行っており、

全プロジェクトの発表をコンテスト方式で行い、

競い合う。プロジェクトをしっかりと取り組んでき

ているため、学生の評価能力や視点もしっかりし

ていることが多い。

　プロジェクト学習を単なる「活動」ではなく、

＜主体的な学び＞へと充実させるためには、枠組

み（全体のスケジュール、人的・物的環境の構造

化など）を精緻にしながら、学生同士の相互評

価を利用していくことが重要であるとされた。

３．「協同学習による授業めLTD 話し合い学習を

中心にめ」（古庄高）

　この発表では、実際に「協同学習」の体験を

させてもらいながら、体験的に話し合い活動の重

要なポイントを理解していった。「協同学習」と

は、以下の項目を満たすグループ学習をいう。①

互恵的な協力関係が成立している、②学習集団

の目標と活動に対する個人の責任が明確である、

③生産的相互交流が促進されている、④「協同」

の体験的理解が促進されている、の４項目であ

る。グループ学習が陥りやすい人任せ、ただ乗り、

不参加、支配といった結果にならないための仕掛

けが必要であり、そのような仕掛けや工夫が「日

本協同教育学会」においても蓄積されている。

　様々な話し合いの技法を体験をしながら、参

加者は、協同的な雰囲気がふっと部屋の中に生

まれた瞬間を感じることができ、また短い時間

に人間関係ができたと感じたようだ。協同学習

の技法では、一人がひとつのテーマについて話

す時間が、１分、１分半といった短時間に区切

られていることが特徴的であった。その時間は

話す内容にちょうどよい長さでなければならな

い。教師の準備の段階での見通し力が求められ

るだろう。この協同学習の諸技法については、

講義ベースの科目であっても採用可能であり、

教室内の人間関係を協同的な関係へと変化させ

るものである。

　LTD(Leaおning Thおoきgh Diかcきかかion) 学 習

法は、講読科目などにおいて、個人学習である＜

予習＞と話し合い活動である＜ミーティング＞を

組み合わせた学習法である。協同的な学習グルー

プにおけるミーティングに参加しようと思うと、予
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習をしてこなければならない。予習をしっかりしてき

て参加したミーティングは、とても充実し、学びの

おもしろさを感じることができる・・・という充実し

た学習経験を積み重ねることによって、主体的な学

習者へと育てうることが、LTD の可能性であろう。

　ここでも、ミーティングは、予習のステージご

とに時間を区切りながら進めていく。また、自己

評価にてふりかえりをおこない、継続的に行うこ

とによって、自分の成長を実感できるものである。

○　報告に対する質疑ならびに全体討議

の内容
１．質疑について

　全体討議において、グループ学習における役

割分担の仕方、評価方法の２点を中心に話し合

いが行われた。

　IBL においては、話し合いの場面では、司会、

書記、記録の３つの役割をもっている。事例のス

トーリーは、全部で３つのパートでできているた

め、全部で９つの役割が用意されている。その

ため、全員がどこかで何かの役割がまわってくる

ことになる。

　PBL においては、プロジェクトのチームは、初

対面の場合がほとんどである。その中で、リー

ダー、サブリーダー、会計、などの役割を作る。

グループごとにはもちろん、全体のミーティングご

とにも役割があるため、兼務の場合も多い。頼り、

頼られるような経験が重要であろう。

　LTD においては、参考文献にもある安永氏も

リーダーは決めないというふうにしているが、それ

にしたがっている。グループで協力して進めてい

くので、固定したリーダーなどの役割を、というよ

りも、全員が全員の意見を聞きたいという形で話

し合いを進める。

　

　評価については、とくに数値化できるのか、と

いう質問であった。

　IBL においては、IBL の話し合いだけで最終

評価とするのは難しい。ミーティングでは自己評

価によって自らの学びを意識してもらう。本当は

形成的評価として記録の内容などから、学びの広

がりと深まりを把握し、次の学びへとつなげてい

けばよいが、看護師養成の場合、最終的に国家

試験合格という目標もあるため難しい側面もある。

　PBL の場合、自己評価や相互評価がベースで

あるが、その精度をあげるための工夫が必要であ

る。そのポイントとして、各自のプロジェクトへの

コミットメントを強めることがあげられた。ルーブ

リック評価についても、評価そのものが成長すべ

きであることを考えると、毎回書き直すくらいのこ

とになるだろう。

　協同学習の評価方法は、詳細が載っているの

で、参考文献などを参考にしてもらえればよいが、

LTD については、なかなか相互評価だと日本人

の特性か自分よりも低い点数をつけづらいような

ので、出席や予習ノート、レポートによっておお

まかに評価するようにしている。毎回の自己評価

とともに、予習ノートへのコメント記入など細かく

フィードバックしており、その両方でふりかえりを

している。

２．まとめ
　３つの報告から、なんとなく学生が動いている

能動的な学習活動でありさえすれば、主体的な

学習が実現しているとはいえないということが確

認できた。グループ活動が「主体的な学習」とし

て展開しているとき、学生は「楽しいけれどしん

どい（楽しんどい）」と感じていることだろう。そ

のような状況をつくるには、やはり教員側の＜仕

掛け＞が必要である。今回の分科会から導き出

された＜仕掛け＞としては、①時間の管理、②プ

ロセスや内容などの枠組み、の２点をきちんと教

員が行うことがあげられていた。

　①の時間の管理については、どの報告におい

ても、比較的、短時間での小分けにした時間設

定の中で活動させていたように思う。また②の内

容やプロセスについても、どの程度の自由度を与

えるか、それによってどのようなことをねらってい

るのか、教員自身の授業のねらいによって、何を

どの程度提供し、何をどの程度学生の自由裁量
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や自律的に行う部分とするのか、見通しをもって

決めておくことが重要であるように感じた。①も

②も、ともに最初から教員側がうまく見通しをも

てるわけではなく、探究、ふりかえりしながら、徐々

に上手になるのだろう。

　①や②などの仕掛けを上達させるためには、

学生理解を深めることと、教育内容や教材への

理解を深めることの両面が必要だろう。学生理解

を深めるためには、学生へのフィードバック、学生

の自己評価、社会的な場面（地域社会にしても、

グループ内、より大きな発表の機会など）での

学生の言動、などが材料となるだろう。教育内容

や教材への理解を深めるためには、もちろん教

材研究や研究そのものも必要であるが、学生が

それらにどのように反応するのかという、学生理

解との関連づけも求められるだろう。

　教員が試行錯誤、ふりかえりを行いながら、

＜仕掛け＞をよりよくしていくのと同時に、学生も

自己評価をしながら、自らの学びをメタ的に理解

し、学びと自らを関連づけられる（学びそのもの

への興味をもてる）ようになる可能性をもってい

るのが、協同的学習という場である・・・今回の

分科会から、そのような大きな可能性を感じさせ

てもらえた。教員も学生も「楽しんどい」に挑戦

したくなるような＜仕掛け＞作りについて、今後と

も探究を深めていきたい。
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主体性を育む学習方法　〜 IBL学習法の展開〜

大阪医科大学 看護学部 講師　　　西薗　貞子
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PBLとチーム学習〜プロジェクト科目の場合〜

同志社大学 PBL 推進支援センター長 文学部 教授　　　山田　和人



336

第
７
分
科
会



337

第
７
分
科
会



338

第
７
分
科
会



339

第
７
分
科
会



340

第
７
分
科
会



341

第
７
分
科
会



342

第
７
分
科
会



343

第
７
分
科
会



344

第
７
分
科
会



345

第
７
分
科
会



346

第
７
分
科
会



347

第
７
分
科
会



348

第
７
分
科
会



349

第
７
分
科
会

協同学習による授業　ーLTD話し合い学習を中心にー

神戸女学院大学 文学部 教授　　　古庄　高
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